
款 項 目

2 1 12

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 情報システム運用管理

事業目的
住民記録、税、福祉などの基幹系業務システムや内部事務の効率化や正確性を確保する情報系システ
ムのソフト及び機器保守を行うとともに情報漏洩や個人情報保護のためセキュリティ対策を継続して
実施し、安全で安定した住民サービスを提供するため

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経営部

課　名 情報管理課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

情報システム管理費 65

0 0 0 188,217

事業内容

●主な事業内容
○各事業の詳細
・基幹系システム（住民記録・税・保険・福祉等）の運用管理
・基幹系システム機器更新に伴う、機器の江南市との共同調達（広域連携）
・戸籍システムの運用管理
・住民基本台帳ネットワークの運用管理
・財務会計システムの運用管理
・統合型GISの運用管理
・内部情報系システム及び職員パソコンの運用管理
・県下自治体で共同運用するセキュリティクラウド、電子調達システム等の運用

○予算の内訳
・機器及びソフトの管理委託料　　　　　83,732千円
・回線使用料及び機器借上料　　　　　　87,491千円
（内　基幹系情報システム機器　　　　　13,839千円
　　　財務会計システム機器　　　　　　 5,586千円
　　　ネットワーク機器　　            23,384千円
・地方公共団体情報システム機構及び
　あいち電子自治体推進協議会負担金　　10,936千円
・地方公共団体情報システム機構交付金　 2,100千円

事業の
目標・計画

・事務の効率化や正確性を確保する情報系システムのソフト及び機器保守を行うとともに、情報漏洩
や個人情報保護のためセキュリティ対策を継続して実施し、安全で安定した住民サービスを提供す
る。
・基幹系業務システムや内部事務系システムを安定稼働させつつ、同時に調達することがハード・ソ
フト両面から差し支えないと判断できるものは、スケールメリットを出すよう各機器の更新サイクル
を調整する。
・基幹系システムの機器更新に伴う再構築業務を江南市と共同調達することで、スケールメリットを
出す。

財源内訳

国県支出金

100%

 - - - - - - - 

情報システム運用管理 188,217

- - 

 - - - - - - 

- - - - 

- 

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 188,217 0 0 0 188,217 100%
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 101,584 14,722 0 0 86,862 86%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

86%

 - - - - - - - 

情報システム開発 101,584 14,722 0 0 86,862

事業内容

●主な事業内容
○各事業の詳細
・住民票・個人番号カード旧姓併記に伴うシステム対応
・改元に伴うシステム対応
・高額療養費制度改正に伴うシステム対応
・地方税共通納税システム連携対応
・ICT事務改善による子育てアプリ開発事業

○予算の内訳
・住民票・番号カード旧姓・カナ氏名対応　　14,721千円
・改元対応　　　　　　　　　　　　　　　　22,756千円
・高額療養費制度改正対応　　　　　　　　　10,271千円
・地方税共通納税システム連携対応　　　　　 8,640千円
・ICT事務改善による子育てアプリ開発事業　  2,073千円

事業の
目標・計画

・新元号への改元対応や法改正などの制度の変更に対応し、適切な行政サービスを提供するため、シ
ステムの導入・改修を行い安定的にシステムを稼働させる。また、ＩＣＴを利用した事務改善を行う
ために、新規にアプリの開発を行う。

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

情報システム管理費 65

施策事業名 情報システム開発

事業目的
新制度の開始や法改正などに伴い、市民サービスに必要なシステムを導入、改修することにより、行
政サービスの円滑な運用を行う。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 経営部

課　名 情報管理課


